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キャベツ　英名：Cabbage　分類：アブラナ科アブラナ属に属する多年生野菜
　学名：Brassica oleracea L.var.capitata

・�原産地：ヨーロッパ南部地中海沿岸地域。現在のような結球型のものはドイツで成立し 13
世紀にイギリスへ伝わって改良が進んだ。
・温度適応性：冷涼な気候を好み、高温には弱いが温度適応性は広い。
・発芽適温：最適温度 15 ～ 30℃、最低温度 4～ 8℃、上限は 35℃。
・生育適温：最適温度 15 ～ 20℃、最低温度 5℃、上限は 28℃。
結球適温は 13～ 20℃、28℃以上や 7℃以下では結球しにくい。冷涼地では春夏栽培、中間地・
暖地では秋冬栽培が最も適している。

・光適応性：比較的弱い光に耐えるが、結球には外葉によく日があたることが必要。
・土壌適応性：土壌適応性は極めて広いが保水力のある土壌に適する。
・土壌酸度適応性：弱酸性～中性（ph5.5 ～ 6.5）。
・花芽分化と抽苔：緑植物春化型（グリーンプラントバーナリゼーション）
一定の大きさに達した苗が一定の期間低温にあうと花芽を分化し、その後の高温・長日条
件で抽苔、開花が促進される。キャベツは一般に平均気温 5～ 9℃で最もよく感応するが、
低温の程度や受ける期間、感応する苗の大きさにより低温感応性や抽苔の早晩性が異なり、
品種間差が見られる。結球は外葉が 17 ～ 20 枚、定植後 40 ～ 50 日頃から光の影響で葉の
内側と外側とのホルモン形成に差ができることで起こる。

・作型別栽培方法
（１）�春まき栽培：播種期は 2～ 4月、収穫時期は 6～ 8月の作型。気温上昇期の栽培であり、

主な産地は冷涼地である。早春まきでは育苗期が低温のため保温育苗が必要。収穫時
期は盛夏期となるため病害に強い品種を選定する。

（２）�夏まき栽培：播種期は 5～ 9月、収穫時期は 9～ 2月の作型。主に秋から冬にかけて
収穫する。キャベツ栽培において基本となる作型で、年間を通じて最も栽培面積が多い。
冷涼地・中間地では年内までの収穫だが、寒害を受けにくい暖地では越冬どりが可能。

（３）�秋まき栽培：播種期は 9～ 11 月で収穫時期は 3～ 6 月の作型。低温感応しない大き
さで越冬し、翌春に結球させる栽培法。低温感応性の鈍い品種を使用する。


